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導きの神様（lサムエル記 7:10-12）
　
今日は特別に初穂の刈り入れの感謝の礼拝として守っています。「私は幸い。あなたも幸い」という告白を心から感謝をもってささげるようになっていただきたいなと願います。初穂の刈り入れの祭り、その感謝祭とは、どういうことなのかと言いますと、イスラエルの人が40年間荒野をグルグル回りながら、神様はイスラエルの人たちにあなたがたはカナンの地に入ると約束されました。しかし、40年間、砂漠を歩きながら、カナンの地に入るような可能性がほとんど見られない状況がずっと続いていました。しかし、40年が過ぎた後、いよいよカナンの地に入って、そこで最初の収穫を得るようになります。そこで初穂の刈り入れを見ながら、ここまで神様があなたがたを導いてくださったのだ。それを覚えなさい。いろいろなことがありましたが、実は神様は約束通り完璧にあなたがたを導かれていたのだ。だから、何があっても揺れることなく、これからも神様の約束だけを頼りにして、神様が導かれるわけだから、その神様の導きを信じて、これからの道も歩むようにしなさいという意味です。だから、初穂の刈り入れの祭りと言われたときに、一番先に思い起こさないといけないのは、神様はご自分の民をしっかりと守り導かれる神様なのだということです。そこを皆さんの信仰のベースにしないといけません。そして、今まで勝利の人生を歩み、神の栄光を現していた信仰者のすべてがこの神様の導きを信じて、それを豊かに味わい、どんなことがあっても、何がどう変わろうが、それに揺れることなく約束の中を歩いてきたという話が聖書のお話です。
そういう意味で、今日、初穂の感謝礼拝をささげている兄弟姉妹の皆さんは、ひとりひとり個人の人生をもって導きを確認していただきたいと願います。そうすると、心からの感謝が生まれるようになるし、また、見方も判断もすべて変わるようになります。その結果、足を捕らわれないで、引っかからず、神様の約束に向かって突き進むようになると信じております。だいたい神様の導きを信じていないから、目の前にある環境、問題、自分の弱さ、思い通りにうまくいかに事などに、いつまで経ってもずっと捕らわれているままなのです。その中でも神様は導いていらっしゃいました。私たちの目には険しい環境のように思われる死の影の谷を歩いているそのときも、神様は間違いなく1秒も休まずにご自分の民を導いていらっしゃいました。義の道へと、いこいのほとりへと導いていらっしゃったのです。それを信じてそれを見る目が開かれるのかどうかが問題であって、死の影の谷を歩くから問題ではありません。ぜひ、ご自分の民を完璧に導かれる神様に今日お会いして、その神様に心から信仰告白と感謝をささげていただきたいと願います。

初穂の刈り入れを見ながら、今までの40年間を振り返って、なるほど、いろいろなことがあり、その度に私たちは不信仰に陥っていたのですが、実は神様は、約束のために私たちを1秒も休まずに導いていらっしゃったのだなと思うようになるでしょう。ですから、まず、第一にこの感謝祭を通して、皆さんは、神様は私たちの過去を完璧に導かれた方であると言うことを確認してください。神様は、皆さんの過去をいろいろな過去がありましたがそのすべての中で神様は導いていらっしゃったということです。神様はどのように私たちの過去の中で導いていらっしゃったのでしょうか。基準は一つだけです。私たちを神の契約の中に引っ張り出すため、神の契約はイエス・キリストを通して私たちに約束して与えようとしていらっしゃるまことの救いです。その真の救いを私たちひとりひとりに与えようとして、私たちの過去を導いていらっしゃいました。それが契約です。私たちは、生まれつき神の御怒りを受けるべき子らとして生まれ、罪人でした。神の契約とは外側にいた滅びの運命に捕らわれていた存在です。そのような私たちが救いの神の契約の中に入ることのために、神様は私たちの過去のすべてを動かして導いていらっしゃいました。その真の救いの唯一の鍵、道であるキリスト、そのキリストへと私たちを案内するために、私たちがキリストを見上げ、キリストを必要として、キリストを求めることができるようにするために、皆さんのすべての過去を動かしていたのです。神様が導かれる基準はひとつしかありません。契約のために。まずは、契約の中に皆さんを引っぱり込まなければいけないわけですから。契約の外側では、キリストの外側では、どんなお金があって知識があって、また、頑張ったとしても滅びるしかない運命に捕らわれています。だから、そこから引き上げて契約の中に導かれる、契約の中に導きいれられることこそが幸せであり、それがまことの救いです。

そのために、あらゆることを通して、キリストへと私たちを導いていらっしゃいました。それから、そのキリストを信じるために、そのキリストを信じてもらうために信じる信仰を持つために神様はすべてを動かしていらっしゃったということを、ぜひ覚えてください。それが私たちの過去です。それぞれいろいろな過去があったでしょう。そのすべての過去の中で神様はこのように導いていらっしゃいましたが、特に試練と苦しみ、苦難を通してそのように導いていらっしゃったのです。私たちは、苦難や試練や苦しみ、傷み、悲しみなどは、心の傷や恨みつらみとして残る場合が多くありますが、実は、皆さん、ぜひ今日覚えて整理して帰ってください。過去の中で、ある人は覚えていたくもない辛いこともあるかもしれません。それを通して、神様は契約の中に私たちを導いていらっしゃいました。契約の中にまことの救いへとキリストへと私たちを引っ張っていらっしゃったのです。そこにしかいのちはありませんので。そこにしか希望がないわけですから。ときには勉強に希望を託していた者は、勉強がだめになる試練を与える場合もあります。家族の中でそのような希望を求めていた者は、家族がバラバラになる苦しみも許されているかもしれません。そういったすべてを通して、そのすべてが実は最高の何ものにも代えがたい宝であるキリスト、救いを与えるために、神様が許されたことです。神様はそのように導かれました。私たちは、人間的に自分の基準から見て良いこと、すばらしいこと、うまくいったことだけがいいと思うかもしれません。しかし、そうではありません。主に試練と失敗などを通して導かれる方がパーセンテージとして多いのです。そうではないでしょうか。私の場合は、そうでした。うまくいっているときは、神様、キリストなんかを求める気になれません。自分で頑張れば、自分の中に才能があり、努力すれば人生どうにかなると思い込んでいたのです。神様は、そのままではいけないと試練を許され、折れることを許され、裏切りも許され、私たちを引っ張っていきました。それではない。そこではない。すべて疲れて重荷を負っている者は、イエス・キリストの方に来なさい。そのように神様は導いていらっしゃったということを覚えてください。自分の過ちがあるかもしれません。ときには失敗したこともあるでしょう。また、様々な弱さを抱えて、悩んで苦しんでいたときもあったでしょう。そのすべてを通して、神様は自分自身には、人間そのものには、希望がないことを教えたのです。そういったすべてを通して、それがよい、悪いと判断する前に、そのすべてを通して、自分自身と人生そのものに希望は存在しないと言うことを教えたのではないでしょうか。神様はそのように私たちの過去を導いていらっしゃいました。
それで、そのようなあきらめ、失望、絶望を通して、キリストだけが唯一の希望であるということを私たちに教えるように神様は導いていらっしゃいました。キリストだけを見上げるように。なぜでしょうか。世の中にはいいものが必要なものがたくさんあります。しかし、キリストだけが私たちを滅びの運命から解放させる唯一の方であり、キリストだけが目に見えないけれども、私たちを支配して奴隷にして結局、地獄にまで引っ張っていくそのサタン、悪魔から完璧に解放されて打ち勝つことができる唯一の方ですから。キリストだけがこの地上での人生が終わると天の御国に入れる唯一の保証でありますので、キリストによってのみ私たちは創造のまことの神様と出会い、神のかたちを回復し、いのちが得られる唯一の方です。キリストだけが罪をきよめ、罪から解放される唯一の道であり、キリストだけが人生を根本から変えることができる唯一の方です。他の変化というものはすべてが外見的な、一時的な表面的なものであり、根本的な変化はもたらすことができません。キリストだけです。だから、神様はキリストへと引っ張る方なのです。あらゆるすべての過去を全部用います。私たちが評価するときには、これはよくやったこと、これは悪かった、これはいい子など、いろいろあるでしょうが、それは知らないときの評価です。そのすべてを通して、一つのことを教えます。人間には、希望がない。あなたにはよいものがない。あなたの内側には希望などない。もう生まれながら神の御怒りを受けるべき子らとして生まれた。あなたと自分自身の人生に完璧に絶望しなさい。キリストの他にはない。だから、私は最初からキリストを約束したのではないか。何を希望にして何頼りにして生きているのか。旦那さんなのか。自分の才能なのか。世のシステムなのか。政治なのか。教育なのか。福祉制度なのか。自分の健康なのか。何なのでしょうか。そこには希望がありません。それが人生の実態です。それを正しく分かってもらうために私たちにあったものが過去です。人によってそれぞれ違うでしょう。神様は何があれば一番、それがよく分かってもらえるかご存知なので、その人に一番合う過去を許されるのです。犯罪を犯すことによってそれに気づくような者であれば、犯罪を犯すことを許されます。神様が犯罪をさせるのではありません。その人が滅びの運命に捕らわれ、サタンにやられて犯罪に走るのですが、それも神様の許しの中にあるものです。なぜでしょうか。キリストの他には救いはありません。キリストの他には幸せも希望も何もありません。健康を頼りにして自慢にしている者は、もう回復不可能な病気を許されることによって、その今までの考え、夢が全部壊れるように導かれるのです。なぜでしょうか。キリストは宝なのです。キリストによる救いの他に、救いと代えることができるような価値あるものはありません。
それで、キリストだけが最高、絶対的な価値であるので、神様はすべてを動かし、すべてを通して、キリストへと導かれます。両手を挙げてギブアップするように。キリストだけが唯一の希望、唯一の救いですと告白してもらうように、私たちの過去を導いていらっしゃいました。ですから、私たちはこの過去を神様が導かれたということをしっかりと心に留めて、今までの自分の過去に対しての傷、恨みつらみ、ずっと引きずって捕えられていることを全部終わりにしましょう。そういうことを持つような過去ではありません。知らないからです。キリストが何か知らないからです。人はキリストによって救われなければいけない存在です。そのことが分かっていないから、それが恨みつらみになっていたり、傷として残っていたり、いまだに私たちの心と思いなどを動かし苦しみえるようなものになっているのではないでしょうか。引きずることないように。束縛されることもないようにしてください。残すのは一つだけです。「ああ、そうだったのか。最高の宝のために、いろいろ必要なもの、あったものなのだね。良かったのだね。ありがとうございます」。辛い過去、失敗した過去、試練に遭った過去、親に捨てられた辛い思い、それを感謝に変えないといけません。それがあったからこそ、自分自身にあきらめをつけて、キリストを見上げるようになったのではないでしょうか。皆さんが周りの人のように優秀で、東大などにすぐに入学できるような人間ではなく、どこかで中退したりするような実力しかなかったので良かったのではないでしょうか。東大を頼りに自慢しないでキリストを求めるようになったので感謝ではないでしょうか。何とキリストと、キリストにある救いを変えることができるのでしょうか。神様は、私たちの過去を完璧に導いていらっしゃいました。だから、私たちの過去はどんな過去であれ、それはよかったものです。人には言えない恥ずかしい、あるいは、ものすごく険しいことであってもよかったことなのです。だから、感謝なのです。いつも申しあげますが、大変な病気にかかって、最近は、結核などはたいした病気ではありませんが、私の時には少し大変でした。でも、よかったのです。感謝です。家庭の事情がくじゃくじゃだったので、それがいつも心のコンプレックスだったのですが、それがあったからこそここに立って、イエスはキリストですと告白することができるように導かれているので感謝なのです。もしもそのように辛い過去がなかったら、どうなっていたでしょうか。変なおかしな誤解、高慢によって滅びる人生を歩んでいたでしょう。感謝です。もしも今でも苦難と試練の中にいて、苦しんでいらっしゃるからがいれば、このように受け止めてください。まだ、この感謝が分かっていない方々は、今までの自分の意志や希望、すべてのことを全部捨てて、キリストだけを希望にしなさいと言う神様様のラブコールとして受け止めていただきたいと思います。実際、そのために神様が許されたものです。

初穂の刈り入れの感謝祭。まず、第一に、なるほど神様は私たちの過去を完璧に導かれた方です。いろいろあったでしょうが、そのすべてが導きでした。それから、その感謝をしっかり持っている者は、このように告白することができます。神様は今現在も私たちを導いていらっしゃいます。今現在も何を基準にどういう方向に導いていらっしゃるのでしょうか。同じことです。神の契約が成就していく方に導いていらっしゃいます。今現在、まず神の契約が何なのかということを覚えていてください。新しい契約です。それはイエス・キリスト、イエスがキリストですとお証しすることです。それを知らに人々に、そのお証しを必要としている人々に、イエスはキリストですとお証しすること、それが神様の新しい契約です。それによって、救いのわざがなされるというのが、神の契約です。そして、これが地の果てにまで世界福音化がなされる。このようなみことばの運動を通して、世界福音化が成し遂げられるというのが、神様の新しい契約であり、地球の歴史の理由です。その方向に、それが成就していく方向に、今現在、私たちを導いていらっしゃいます。今現在も同じです。原罪のすべてを通して、このみことばの運動、世界福音化が成就していく方向に、今も私たちを導いていらっしゃいます。これを確認して現在のことを整理しないといけません。

特に、どのように導かれるかと言いますと、様々なことを通して、特に試練、救われたにもかかわらず、イエスがキリストだと信じているにもかかわらず、試練や苦難や、ときには何の答えも無い無答えのような状況を通して、クリスチャンである私たちひとりひとりを整えられます。整えられる方向に導かれます。どのように整えようとしておられるのか。試練を通して、ときには全く答えなどないようにして、クリスチャンの私たちをどのように整えようとしておられるのか、形づくりをしておられるのかと言うことを覚えてください。それが分かりやすいところが、使徒の働き1:1.3.8.14です。どういうことなのかと言うと、本当にイエスはキリストですと告白してもらうように、そのように信じて救われたのですが、以前のいろいろな思いや価値観やルールなどが残っていて、実際にイエスがキリストですと福音的に告白することができない場合が多くあります。ほとんどが宗教的になる場合があります。この告白をしてもらうために、何が何でもイエスがキリストですというのは、本当に自分の問題はすべて終わった、何も足りないものはない、死の影の谷を歩いていても、病気を抱えていても、私には問題ではありません。すべての問題が本当に終わったのだ。イエスはキリストですと、この告白を実際的にしてもらおうとして、そういう人間にしようと、これが神の導きです。何を通してでしょうか。だいたい試練と苦難を通して。実際、そういう告白になっていません。だから、1:3は、これから私の人生のテーマは、今まで持っていたものではない。神の国、つまり、イエスがキリストですとお証しすることによって、暗やみの力が砕かれ、そこに神の国が臨まれる、このことのためにこれからの人生がある。人生のテーマを変えてもらうために神様は導いていらっしゃいます。ぜひ覚えてください。神様が知らないから、皆さんを苦しめるために試練を許されたり、悪いこと、大変なことを許される方ではありません。まずはそういった様々なことを通して、私たちの内側を整えようとしていらっしゃいます。なぜでしょうか。そうすることによって、新しい契約が成就していくようになりますので。これもいい、あれもいい、どうなのだろうという状態では無理なのです。たとえ私が精神科の薬を飲んでいても、私は神の子どもです。まるで風邪薬を飲むかのように、私の人生は私の用に苦しんで、しかし、キリストを知らない人々に、唯一のまことのいのちであるキリストをお証しするために存在するものです。その告白に揺れることがないようになれば結構です。そのような人に整えようとしていらっしゃいます。

そして、そのために自分の力と全く関係なく、聖霊充満の祝福によってそれができるので、不信仰や不満、疑いなどはいらないという約束を握ってもらうために、だから、最終的に残るのは、環境が、状況がどうであれ、自分がどんなに弱い人間であれ、一切関係なく、信仰を持って祈りに専念する人間にしようとして、神様は今も導いていらっしゃいます。特に試練を通して、うまくいかなことを通して、答えがまったくないかのような状況を通して導いていらっしゃいます。答えがないわけではありません。神様は導いていらっしゃいます。それで純粋な金のようにとおっしゃったようにひとりひとりを整えようとしていらっしゃいます。キリストによって幸せ、満足である人間にするために。世の中の様々な欲望やいろいろなテーマにかられて、一緒に流されるクリスチャンではなく、私は聖なる国民で生きる理由が違うということをしっかり発見してもらって、そのために神様が天の力を与えられるとおっしゃったので、それを握って、言い訳、不信仰、不満、不平など全部捨てて、祈りに専念します。クリスチャンには言い訳などいりません。中々、言葉を通して、そのようになってもらえれば一番最高なのですが、そうならないし、無意識的に古きものがいっぱい入っていることを神様はよくご存知なので、いろいろなことを許され整えられます。
その整えられる最高の方法は、そういった様々なことを通して、神様はみことばを与えられます。みことばを通して整えられ導かれます。そして、整えられた時刻表に従って、神様は実際的にわざをなして答えを与えられ、力を見せられて、ときにはその中に試練も入っているのですが、それを通して神様は契約が成就する方向に導かれます。備えられた人との出会いを許され、現場を許され、そこでみことばの運動を行われるようにして、いやしの働きがなされるように、神様は導かれます。今現在、その方向に導いていらっしゃるということを覚えていてください。ときには試練のように思われていても、それが出会いの祝福につながり、みことばの運動が行われるきっかけになる場合が多くあります。だから、新しい契約が成就する方向に導いていらっしゃると言うことを、ぜひ覚えてください、そのために、ときには私たちが見たときには、辛い、何でと思うようなことでも、神様はすべて契約が成就する、つまり、人との出会い、そこがみことばの運動の現場になり、みことばの運動が行われる事のために許されることです。すべてが導きです。だから、今現在の状況、環境、条件に対して、不満を口に出したりしないでください。たくさんのため息などしないでください。それが神の導きです。主に皆さんをキリストのものに、Onlyキリストのクリスチャンに変えてと整えようとしている導きであり、それができる時刻表に従って、神様は門を開かれます。本来、クリスチャンが歩く道、イエスがキリストですというお証しを求めている魂がたくさんあるのに、これがあなたの人生の答えなのだとお話してあげないといけない魂がたくさんあるのに、それとは縁が遠いのです。それが本来、クリスチャンの存在の理由です。そちらの方に導かれるのです。そのためにできていないものを引っぱるのではなく、まず内側から整えられ、古きものは捨てなさい。何を食べるか飲むか心配する思いは捨てなさい。あなたがたは知らなくてもいい。心配しなくてもいい。あなたがたは異邦人ではないのだから。野の花を見なさい。草を、鳥を見なさい。何もしないのに、神様は見守っていらっしゃるのではないのか。あなたがたはまして神の子どもではないのか。キリストの血を代価として払われて、買い取られた尊い神の子どもではないのか。この世を生かすための契約の民ではないのか。それに気づいてもらって、過去のものをどんどん捨てるために、いろいろなことを許され、今も導いていらっしゃいます。神は休んでいらっしゃる方ではありません。神様は私のことを本当に知っていますか。私のこんな苦しみを神様はご存知でしょうか。なぜでしょうかと訴えたい気持ちはわかりますが、そのときもそれが導きなのです。痛い、それが導きなのです。死にたい。死んではいけません。それが導きなのです。だから、そのように導かれて、その新しい契約が成就するために教会、礼拝、様々な訓練などを通して導いていらっしゃいます。そういう意味合いを持って、教会と礼拝と訓練のことも大事にしないといけません。要するに、今現在のすべてを快く受け入れないといけません。逃げないように。嫌だと不満を言い出したりしないように、受け入れてください。これこそが導きです。それでその中で神様の新しい契約が成就するために神様の最高の素晴らしいものをそこから見出そうとしないといけません。ヨセフは濡れ衣を着せられました。しかし、濡れ衣そのものが神様の導きだったのです。分かりますか。教会にも根も葉もないうわさなどを通して、牧師、信徒、教会のことを乱そうとするサタンの働きがたくさんあります。それに振り回されていてはいけません。それこそが導きなのです。たとえば、皆さんがクリスチャンなのに過ちを犯す場合もあります。それも導きです。内側からキリストだけを頼りにして、本当に聖霊の導きに従う存在にするための神様のお許しです。だから、ある意味、何一つ悪いものはありません。不信仰が悪いのです。神は今現在も、皆さんが泣いているそのときに、皆さんが今不満で不安でしょうがない、そこでも導いていらっしゃいます。それが神の新しい契約が成就するための導きです。覚えていてください。
最後に、当たり前に、まだ歩いたことがない私たちの未来も神様は完璧に導かれるお方です。信じてください。未来に対して不安もあり、希望もあり、色々あるでしょう。しかし、神様は私たちの未来も導いていらっしゃいます。どのような方向にでしょうか。この契約、みことばの運動と世界福音化という契約、これが拡散していく方向に、私たちの未来を導いていらっしゃいます。このイエスはキリストですとお証しすることが、世界中に拡散されていく。これが地球の、歴史のテーマです。それから、聖書の使徒の働きのテーマでもあります。イエス様はおっしゃいました。マタイ24:14。戦争が起き、飢饉が起きて、様々な災害がありましたが、まだ終わりではありません。この福音が全世界に宣べ伝えられて、それから世の終わりの日が来ます。使徒1:11にも、あなたがたが見たときと同じ有様でイエスは再臨なさるとあります。終わりがあります。そのときまで地球のテーマは、イエスがキリストですよというお証しがどんどん広まっていくことです。皆さんの未来がそれに関わっているということをぜひ覚えてください。

そのために神様はどういう方法を用いられるのかというと、同じくこのような契約を握って、これにいのちをかける弟子を備えられます。だから、弟子を通してこれが拡散されていくので、皆さんの未来はどこの分野、どんな地域、どのような職業、会社にいても、そこにおいて必ず弟子との出会いを備えられ、その出会いを中心として未来を動かしていかれます。弟子との出会い。だから、今皆さんに許されている分野、職業などで最善を尽くして祈って、この未来の夢を持っていてください。必ず私がいるこの分野において同じように新しい契約、イエスがキリストだとお証しすることを人生のテーマにする人が必ず起こされるということを期待し、その出会いのために最善を尽くすのです。他の人が真似できない神の祝福が与えられるようになるでしょう。ただ成功のために最善を尽くして頑張るわけではありません。この新しい契約が拡散されていく弟子との出会いのためです。
イエス様が最後におっしゃいました。マタイ28章において、あらゆる国の人々を弟子としなさい。それから、パウロを神様が用いられた大きな理由の一つが、弟子を探して、弟子を中心にしてすべての未来を決め歩いていたことです。その弟子の他は、すべてその都度、その都度、センスよく通っていけばよいのです。ポイントは弟子です。神様がその弟子との出会いを中心に私たちの未来を動かして行かれる方ですから。その弟子は、福音と使命と祈りが通じ合う人です。必ずそうです。そして、その弟子が起こされると、弟子を中心にしてシステムがそこに立つようになります。まず弟子を中心にして、持続するためのシステムと同時にもう一つは、このような弟子をしっかり育て成長させる、整えられるためのシステムが必要です。それがタラッパンであり、ミッションホームであり、地教会であり、伝道学校であり、伝道神学院、神学校のようなものなのです。つまり、皆さんの未来は、タラッパンから神学校にあるシステムに関わって、どのようにサポートできるか、どのようにかかわるかを中心にして未来があるということをぜひ覚えてください。簡単です。やりやすいです。未来がどうなるのかと不安に思ったり、心配しないでください。もう決まっているのです。タラッパン、地教会、ミッションホームを自分でやるか、やれるためにサポートするか、あるいはそこに働き人として関わるか、とにかくそこを中心にして未来が展開されるということを覚えて、方向性をはっきりすれば簡単ではないでしょうか。それが拡散されるための神様の方法ですから。今いきなりばばっと話したので何の話かという方もいらっしゃるでしょうが、隣の方に聞いてください。
それから、最後です。たくさんのことを考えたときに、必ず次世代、レムナントを育てる、つまり、皆さんは、レムナントを育てるか、育てる人をサポートするか、レムナントをどうするかと関わって未来があるということをぜひ覚えていてください。どんな仕事、どの分野でも関係ありません。同じです。神様は、このようにあいまいではなく、はっきりとした方向性を持って、つまり、契約のために未来を導かれます。残りの生涯が生きてきたよりたいぶ短いという方もいらっしゃるでしょうが、今からでも遅くありません。悟ったそのときからがスタートです。今までたぶん皆さんの今現在の人生、過去ももちろんでしょうが、これから残りわずかであるから、未来、年をとって、いつ老人ホームに入れるか、もしも認知症になったらどうなるかということばかり考えているかもしれません。皆さんの未来は、たとえ認知症になろうが未来はそういうものではありません。一年しか残っていなくても未来は、世界福音化とみことばの運動が拡散されていくためにあるものです。その一年間、タラッパンから神学校、レムナントのために何が必要なのか、どのようにすればよいのか考えれば、それが導かれることです。簡単です。レムナントを育てることによって継続できるし、拡散できるし、そのために必要なのがRUTCというシステムです。皆さんの未来は、だれであれRITCと全部関わっています。私が経済界で金持ちになるのであれば、そのお金をもってRUTCをどのようにサポートするか。あるいは音楽に才能がある者は、音楽の分野で勝利するのと同時に、RUTCにどのように関わって貢献できるかということを考えれば、未来像が大体できあがると思います。このように神様は私たちの未来をも導いていらっしゃいます。つまり、安心してください。大和ハウスでなくても、安心してください。地震対策など家だけでも安心と言っているのに、神様が皆さんの過去を導いていらっしゃいました。だから、過去に捕らわれてはいけません。感謝しか残してはいけません。今現在、いろいろあるでしょうが、それ自体が導きです。神様の最高のよいものをそこで見つけようとしてください。そうするためには、契約を中心に置いておかないといけません。契約はイエスがキリストだとお証しすることです。それが人生の答えです。その答えを求めて待っている魂がたくさんいるので、そのために皆さんがまず整えられて古きものを脱ぎ捨てることのために導いていらっしゃるでしょう。その時刻表に合わせて、神様は様々な約束が成就するためのわざをひとつひとつなしていかれます。そのためにあるものなのだと考えれば、常にみことばの運動、それをいつも考えてください。その答えられることを通して、皆さんの未来は、みことばの運動が拡散、また持続していくためにあるものです。そのためにすべてを神様が動かされます。たとえば、その拡散のためにローマに行くべきである理由があれば、ローマに行く方法が罪囚となって行くことだったので、パウロは罪囚になります。これが導きです。パウロは自分の未来がこうなることを分かっていました。でも、罪囚なのかどうかではありません。みことばの運動がローマにまで拡散して行くためにあるものだから、神の導きなのです。刑務所の中に入るときも、ローマの市民権を持っていたので、入らなくてもよかったのです。でも、それらが基準ではありません。なぜ入ったのか。みことばの運動が拡散して行くのに必要だと思っていたので、刑務所に入ることが神様の導きだったのです。神様の導きは、過去も現在もこれからもずっとです。だから、不満などは言わないで、傷など持たないで、未来に対しては皆さん、本当に契約による夢、ビジョンをしっかり描いて祈るようにしてください。なぜかというと、それはただの夢ではなくて、神の約束であり、クリスチャンの皆さんに許されている特権です。ただ人生を不安の中で漠然と生きる存在ではありません。これから未来、どういう方向に、何のために未来が展開されるか、答えはもう出ているのですから。その夢を描いてください。それを祈りと言います。
結論を言いましょうか。契約を中心にして人生を整理してみてください。それから、いつも契約が中心なので、何もかもスタートの時には、聖餐の告白をもってスタートする習慣を身に着けてください。それから、その聖餐の告白がずっと続くようにしてください。その中で、聖霊の導きに従うと決断してください。それはどういう意味でしょうか。この契約にダメージを受けるようなことはしません。何があっても。これが聖霊の導きを受けるという決断です。それと先ほど申し上げましたように、約束による未来の夢をしっかりと描いて祈るようにしてください。それが皆さんに許される約束、特権です。皆さんの未来は、神の約束、契約が拡散されるために用意されているものなので、すばらしい希望にあふれるものです。神様はそのように皆さんのことを導かれることになりますので、安心して心から感謝をもって、暗いものは一個も残さないでビジョンを見ながら歩いていただきたいと願います。
 (祈り)

　愛する天の父なる神様。ありがとうございます。今日も初穂の感謝礼拝をささげて、神様の導きのことを考えてみました。どうかこのみことばがひとりひとりに実際に入って動いて、今までにあった傷、不満、恨みつらみ、つぶやきなどすべて消して、未来に対する不安までも消して、心から感謝と希望をもって残りの生涯を祈りのうちに歩むことができるように。自分は契約の民であるということをしっかりと心に持って歩けるようにしてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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